
　

45
号
に
引
き
続
き
、
難
病
団

体
の
ご
紹
介
を
い
た
し
ま
す
。

　

病
名
や
病
態
が
広
く
知
ら
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
助
け
合
い
な

が
ら
生
き
て
ゆ
け
る
社
会
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

リ
ウ
マ
チ
は
身
近
な
病
気
で
す
。
リ
ウ
マ
チ
患
者
は
全
国
で
70
万
人

い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
女
性
対
男
性
の
比
は
お
よ
そ
4
対

1
で
、
女
性
に
多
い
病
気
で
す
。

　

昭
和
35
年
、
国
立
伊
東
温
泉
病
院
で
治
療
を
受
け
た
１
５
２
人
の

患
者
で
発
足
し
、
昭
和
45
年
、
社
団
法
人
認
可
。
平
成
24
年
4
月
、

公
益
社
団
法
人
へ
移
行
し
ま
し
た
。
会
の
目
的
は
、
リ
ウ
マ
チ
に
関

す
る
正
し
い
知
識
を
広
め
、
リ
ウ
マ
チ
対
策
の
確
立
と
推
進
を
図
り
、

リ
ウ
マ
チ
性
疾
患
を
有
す
る
者
の
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
で
す
。

　

47
都
道
府
県
に
支
部
が
あ
り
、
患
者
や
家
族
・
リ
ウ
マ
チ
専
門
医
・

医
療
関
係
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
構
成
、
現

在
約
1
万
6
千
人
い
ま
す
。
千
葉
支
部
は
そ

の
一
支
部
で
、
会
員
数
約
８
０
０
名
。
機
関

紙
『
流
』
は
リ
ウ
マ
チ
に
関
す
る
最
新
の
情

報
や
制
度
な
ど
を
特
別
会
員
の
専
門
医
や
専

門
職
が
執
筆
、
会
員
と
関
係
機
関
に
配
布
し

て
い
ま
す
。
千
葉
支
部
で
も
支
部
報
を
発
行

し
、
講
演
会
の
案
内
や
報
告
を
会
員
に
届
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
5
年
ご
と
に
会
員
を
対
象
に
「
リ
ウ
マ
チ
患
者
の
実
態
」
を

調
査
し
、
そ
の
結
果
を
「
リ
ウ
マ
チ
白
書
」
に
ま
と
め
て
報
告
。
そ
こ

に
は
、
そ
の
時
々
の
リ
ウ
マ
チ
患
者
を
取
り
巻
く
背
景
が
表
れ
て
お
り
、

数
で
裏
付
け
ら
れ
た
資
料
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ

は
、
私
達
の
活
動
の
基
礎
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

10
年
ほ
ど
前
ま
で
は
、
治
ら
な
い
病
気
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

最
近
で
は
治
療
薬
の
進
歩
に
よ
り
、
「
寛か

ん
か
い解

」
が
治
療
の
目
標
に
な
り
、

そ
れ
を
目
指
し
た
治
療
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
治
療
薬
が
高
価
で
あ
る
こ
と
や
、
ま
だ
ま
だ
関
節
破
壊
の
進
行
な

ど
に
悩
ん
で
い
る
の
が
現
状
で
す
。

■
公
益
社
団
法
人 

日
本
リ
ウ
マ
チ
友
の
会 

千
葉
支
部

住　

所	
〒
299
―

0011	

市
原
市
姉
崎
1
8
2
5
―

26	

西
井
嘉
子
方

電　

話	

0
4
3
6
―

6	

2
―

0
9
8
2

F
A
X	

0
4
3
6
―

6	
2
―

0
9
8
2

●	

公
益
社
団
法
人 

日
本
リ
ウ
マ
チ
友
の
会

	

千
葉
支
部

支
部
長　

西
井　

嘉
子

寛
解
…
治
癒
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
症
状
が
落
ち
つ
い
て
安
定
し
た
状
態
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昭
和
30
年
代
末
頃
か
ら
原
因
不
明
の
奇
病
と
恐
れ
ら
れ
、
全
国
各
地

で
多
発
し
、
集
団
発
生
も
見
ら
れ
た
ス
モ
ン
の
病
因
が
、
昭
和
45
年
8

月
、
新
潟
大
学
の
椿
教
授
に
よ
っ
て
、
下
痢
止
め
医
薬
品
の
な
か
に
含

ま
れ
て
い
た
「
キ
ノ
ホ
ル
ム
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
突
き
止
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
年
の
10
月
、
千
葉

で
も
二
十
数
名
の
被
害
者

た
ち
が
、
失
わ
れ
た
生
命

と
健
康
の
代
償
を
求
め
て

「
千
葉
県
ス
モ
ン
の
会
」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

や
が
て
総
勢
約
60
名
と

な
っ
た
会
員
は
、
次
々
に

賠
償
訴
訟
を
起
こ
し
、
同

会
は
そ
の
ま
ま
原
告
団
と

な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
全
国

の
仲
間
と
共
に
、
以
後
10

年
間
に
及
ぶ
訴
訟
運
動
に

参
加
し
ま
し
た
。
や
が
て

次
々
に
、
全
国
各
地
裁
で

勝
訴
し
、
つ
い
に
昭
和
54
年
9
月
、
国（
厚
生
省
）と
製
薬
会
社
3
社
と

原
告
団
の
間
で
全
面
和
解
が
成
立
、
被
害
者
に
対
す
る
一
次
賠
償
金
と

恒
久
対
策
の
実
施
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
国
の
難
病
対
策
が
始
ま
っ
た

の
も
、
こ
の
時
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

40
年
の
歳
月
を
経
た
現
在
、
本
会
の
患
者
会
員
も
3
分
の
1
の
二
十

数
名
に
減
り
、
平
均
年
齢
は
78
歳
を
超
え
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
こ
れ
は
悲
し
む
べ
き
こ
と
、
と
い
う
よ
り
は
薬
害
患
者
団
体
と

し
て
、
む
し
ろ
喜
ぶ
べ
き
こ
と
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
千
葉
県
ス
モ
ン
の
会
独
自
の
活
動
と
し
て
は
、
年
に
一
度
、
一

泊
二
日
で
親
睦
を
兼
ね
た
総
会
を
開
き
、
患
者
会
員
や
遺
族
会
員
が
集

ま
っ
て
旧
交
を
温
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
秋
に
は
ス
モ
ン
専
門
医

（
千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院
神
経
内
科
）に
よ
る
定
期
検
診
が
、
千
葉

大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
ほ
か
、県
内
数
か
所
で
実
施
さ
れ
、会
と
し
て
、

こ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。

■
千
葉
県
ス
モ
ン
の
会

住　

所	

〒
285
―

0854	

佐
倉
市
上
座
4
3
8
―

92	

	

千
葉
県
ス
モ
ン
の
会
事
務
局　

田
村
泰
三

電　

話	

0
4
3
―

4
6
1
―

7
4
7
8

F
A
X	
0
4
3
―

4
6
1
―

7
4
7
8

メ
ー
ル…tztam

ura@
jadeplala.or.jp

●	

千
葉
県
ス
モ
ン
の
会

事
務
局
長　

田
村　

泰
三
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N
P
O
千
葉
県
腎
臓
病
協
議
会
の
前
身
で
あ
る
「
千
葉
県
腎
臓
病
患

者
友
の
会
」
が
発
足
し
た
の
は
、
昭
和
46
年
7
月
で
す
。
透
析
治
療
は

保
険
適
用
こ
そ
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
自
己
負
担
は
大
変
大
き
な
額
で

し
た
。
ま
た
、
透
析
機
器
も
十
分
な
数
が
無
く
、
誰
も
が
透
析
を
受
け

ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院
で
透
析
を
受
け
て
い
た
患
者
が

中
心
と
な
っ
て
患
者
会
を
結
成
し
、
ほ
ぼ
同
時
に
創
ら
れ
た
全
国
腎
臓

病
協
議
会
と
と
も
に
国
や
県
に
対
し
要
請
を
し
ま
し
た
。「
人
工
透
析
費

用
の
全
額
国
庫
負
担
」、「
透
析
患
者
の
身
体
障
害
者
認
定
」、「
人
工
腎

臓
の
増
設
普
及
」
な
ど
の
署
名
を
集
め
て
の
請
願
活
動
、
ま
た
当
時
の

厚
生
大
臣
、
大
蔵
大
臣
と
の
面
会
等
の
活
動
を
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

翌
年
に
は
透
析
患
者
を
身
体
障
害
者
と
認
定
、
更
生（
育
成
）医
療
に
よ

り
患
者
負
担
が
大
き
く
軽
減
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
、
内
部
障
害
者
の
Ｊ
Ｒ
運
賃
割
引
、
高
速
道
路
料
金
割
引

な
ど
を
実
現
し
、
ま
た
臓
器
移
植
推
進
の
た
め
の
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、

毎
年
10
月
に
は
腎
臓
病
予
防
や
普
及
啓
発
の
た
め
の
講
演
会
「
腎
臓
病

を
考
え
る
会
」の
開
催
等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
全
国
の
透
析
患
者
は
約
30
万
人
、
全
腎
協
会
員
は
約
10
万
人
、

千
葉
県
内
の
透
析
患
者
は
約
１
万
３
千
人
、
そ
の
う
ち
千
腎
協
会
員
は

３
７
０
０
人
。
組
織
率
を
も
っ
と
上
げ
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

透
析
導
入
の
原
疾
患
の
1
位
は
、
糖
尿
病
性
腎
症
で
す
。
予
備
軍
を

考
え
る
と
大
変
な
数
に
な
り
ま
す
。
ま
た
長
期
透
析
に
よ
る
合
併
症
、

高
齢
化
に
よ
る
通
院
や
介
護
の
問
題
も
大
き
な
課
題
で
す
。

〈
お
知
ら
せ
〉

講
演
会「
第
26
回 

腎
臓
病
を
考
え
る
会
」

日　

時	

平
成
25
年
10
月
27
日（
日
）	

午
後
1
時
よ
り

会　

場	

京
葉
銀
行
文
化
プ
ラ
ザ　

6
階〔
欅
〕

内　

容	

心
臓
血
管
外
科
か
ら
み
た
C
K
D（
慢
性
腎
臓
病
）

	
	

糖
尿
病
性
腎
症
と
フ
ッ
ト
ケ
ア
ほ
か

主　

催	

千
葉
県
・
N
P
O
法
人	

千
葉
県
腎
臓
病
協
議
会

入
場
無
料	

お
問
合
わ
せ
は
千
腎
協
へ

■
特
定
非
営
利
活
動
法
人
千
葉
県
腎
臓
病
協
議
会

住　

所	

〒
260
―

0041	

千
葉
市
中
央
区
東
千
葉
2
―

6
―

1
―

4
0
7

電　

話	

0
4
3
―

2
5
6
―

4
6
6
1

F
A
X	
0
4
3
―

2
8
5
―

4
7
3
0

メ
ー
ル…chijin-kyo@

coral.ocn.ne.jp

Ｕ
Ｒ
Ｌ…http://w

w
w
92.sakura.ne.jp/~

chijin-kyo

●	

特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
N
P
O
法
人
）

	
千
葉
県
腎
臓
病
協
議
会

理
事
長　

山
下　

昭
博
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